
学費の公私間格差是正、『私学も無償に』、就学支援金制度の維持・拡充、 
 

 

 

 
 

 12月22日(火)、新潟

私学助成をすすめる会

は、県知事宛要望署名

(県向け署名)6万8842

筆を提出しました。 

 北陸4県の中で、唯一

2020 年度に県独自制

度を拡充せず単独予算

を削減した県です。 

 さらにコロナ禍の中、

6 月の学校再開に際し、

登校用の臨時バスを私

学の生徒に利用させな

いという判断もくだし

ていました。 

 このように、「私学に

冷たい」、もっといえば

「私学を顧みない」県政

に対して、怒りをもって

改善を求めた要望署名

です。 

 左の『すすめる会ニュ

ース』に記されているよ

うに、制度拡充の責任を

全て国になすりつけよ

うという姿勢は変化し

ていません。 

 知事査定に向け、大き

な行動も求められると

ころです。 

 
 奈良から集約数の報

告が届きました。自主目

標3万筆に対し、それを

１０００筆以上上回る

３１１０８筆です。これ

は昨年の集約数も上回

る数です。 

 この奈良の集約数が

加わり、全国署名の集約

数は、 

 
と、330 万筆の大台に

乗せて新年を迎えるこ

とになりました。 

 全国のみなさん、本当

にお疲れ様です。 

 「私学の無償化」と「私

学の教育条件拡充」の前

進に向け、来年もよろし

くお願いいたします。 
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